
開催日時 令和２年２月７日（金）　午後７時から午後９時

開催場所 市役所３階　会議室　　　

出席議員

参加人数 7 名
報告内容

国立市議会議長 様

報告者　建設環境委員長　関口　博

・市外からも人を呼び込み、収益を上げる必要がある。

・3・4・10号線はいつ開通するのか。

・しょうがいしゃの為に、情報、案内版が必要。緊急時の情報が分からない。

・青柳方面の公共交通、郵便局、防犯用電灯・カメラの設置を望む。

・高架下市民プラザの場所がわかりづらい。

・谷保、泉の表示がない。谷保地域が置き去りにされているのではないか。

【意見交換会の集約】　

・旧駅舎の復原は喜ばしい。駅周辺全体を長期で見通して計画してほしい。

・駅周辺の道路状況を改善してほしい。

・南部地域の生活環境をよくしてほしい。

・旧駅舎だけでなく、駅周辺の50年、100年を見越した計画を議論してほしい。

・送迎スペース、乗降スペースが問題。

・市民を交えた運営連絡会を市民に分かるように進めてほしい。

・駅前広場全体が大切。円形公園と駅舎の間の道路が狭くなり危険ではないか。

・旧駅舎の中にお店が欲しい。国立の歴史がわかるといい。

意　見　交　換　会　報　告　書　（建設環境委員会）

令和２年２月７日、８日開催　国立市議会意見交換会

小川　宏美 藤田　貴裕 香西　貴弘 高原　幸雄

関口　博

代　表　者 関口  博　委員長 司　会　者 藤田　貴裕

報　告　者 関口  博　委員長 記　録　者 小川　宏美

【意見交換会の概要】
テーマ「2020年4月4日㈯にオープンする旧国立駅舎の活用について」
旧国⽴駅舎は、大正15(1926)年の開業以来、くにたちのまちのシンボルのひとつ

として多くの人に親しまれてきました。JR中央線の高架化工事のため、

平成18(2006)年に解体され、14年の歳月の後、2020年4月に再建されます。

シンボルとしてだけでなく、今後の駅舎活用について市民の皆様のご意見

をお聞きします。

【主な意見】

・旧駅舎の両側の土地は、オープンスペースになるのかわからない。説明不足。

・復原だけでなくロータリー機能の充実を。

令和2年2月20日



開催日時 令和２年２月８日（土）　午後２時から午後４時

開催場所 北市民プラザ　多目的ホール　

出席議員

参加人数 7 名
報告内容

国立市議会議長 様

報告者　建設環境委員長　関口　博

・情報の発信元として、また、防災の拠点として活用してほしい。

・トイレの設置を望む。

・「プレイミー」は良かった。ピアノを置くと楽しい。

・いろいろな団体がイベントをするとよい。

・市直営でなく、民間委託して収益を上げたらよい。

・いざという時の防災拠点本部にするとよい。

・円形公園をスーパー楕円型（海外ではこの形が進んでいる）にして使いやすくする。

・旧駅舎両脇にJR商業ビルができなら旧駅舎運営費3000万円は意味がない。

・バスの乗車場所が冨士見通り側、降車場所が旭通側と別れているのは不便。

【意見交換会の集約】

・旧駅舎、円形公園一体として駅周辺を整備してほしい。

・市内外の団体に楽しいイベントを企画してもらい、収入も上げたい。

・公共交通の利便性を図ってほしい。

・旧駅舎にトイレがないのは、問題だ。

をお聞きします。

【主な意見】

・トイレが遠い

・旧駅舎保存には、財政的負担が大きいのにどのように収入を増やすのか。

・ベンチがほしい。大学通りの花がロータリーまで続くようにしてほしい。

・災害時の情報発信がされていない。電光掲示板が必要。

・本田家のような歴史情報の発信やお土産屋がほしい。

・呼び出しボタンでタクシーを呼び出す。タクシープールを数百メートル先に設置。

・冨士見通りを再確認し、緑化する。

・円形公園までアンダーパスを作り、円形公園広場の活用を考えてほしい。

・東地区は盆踊りが出来なくなった。円形公園でできるようにしたい。

シンボルとしてだけでなく、今後の駅舎活用について市民の皆様のご意見

代　表　者 関口  博　委員長 司　会　者 藤田　貴裕

報　告　者 関口  博　委員長 記　録　者 小川　宏美

【意見交換会の概要】
テーマ「2020年4月4日㈯にオープンする旧国立駅舎の活用について」
旧国⽴駅舎は、大正15(1926)年の開業以来、くにたちのまちのシンボルのひとつ

として多くの人に親しまれてきました。JR中央線の高架化工事のため、

平成18(2006)年に解体され、14年の歳月の後、2020年4月に再建されます。

令和2年2月20日

意　見　交　換　会　報　告　書　（建設環境委員会）

令和２年２月７日、８日開催　国立市議会意見交換会

小川　宏美 藤田　貴裕 香西　貴弘 高原　幸雄

関口　博 石塚　陽一


